
A P P L I C A T I O N   G U I D E

ヒュームド金属酸化物

PSA に CAB-O-SPERSE 分散液を使う理由 アクリル系の強度向上 他のポリマー系における多用途性

CAB-O-SPERSE 分散液のメリット

CAB-O-SPERSE 分散液が水溶性感圧接着剤 （PSA） にも
たらすメリット：
1. 処理のしやすさ
2. PSA 性能向上

• 凝集性のせん断強度の向上
• 剥離接着強度の保持
• 熱安定性の向上
• 可変光学特性  (透明度/混濁度)

3. 超高純度

凝集性のせん断強度
CAB-O-SPERSE 分散液：
• 同等添加時の乾燥粉末代替物に比べせん断強度を

高める
• 接着力を高めるためによく用いられる有機系粘着付

与剤に起因するせん断強度の低下をオフセットする
• 2% wt 以上のシリカ vs コントロールで 20% を超える

改善を実現する

優れた接着力の保持
剥離強さにおいて、 CAB-O-SPERSE 分散液は、同等のコロ
イド状シリカ分散液よりも優れた保持力を実現します。

他の接着系での使用
アクリルに加えて、 CAB-O-SPERSE 分散液は、さまざまな
水系ポリマーの機械的特性を改善します。
CAB-O-SPERSE 分散液は、天然ゴム（NR）とポリクロロプ
レン（PC）ゴム膜の引裂強度を最大 65% 増大します。

水素結合可能なポリマーは、 CAB-O-SPERSE シリカとア
ルミナの分散液と、都合よく影響し合うため、さらに強度
を高めることができます。

CAB-O-SPERSE 分散
液をポリマーラテッ
クスに添加すると、 
わずかなエネルギー
入力で、安定した分
散が行われる.

乾燥および膜形成時に
シリカ粒子の分布が保た
れる
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ASTM D3330:  
SS における 180° 
の剥離試験
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NR コントロール NR ＋ 2% シリカ (CAB-O-SPERSE 分散液)
PC コントロール PC ゴム＋ 2% シリカ (CAB-O-SPERSE 分散液)

CAB-O-SPERSE® 分散液 
感圧接着剤用
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接着剤の相対的性能

CAB-O-SPERSE 製品と特性

配合詳細

CAB-O-SPERSE
製品 添加量 電荷

1015A 15% 陰イオン
1015E 15% 陽イオン
1020K 20% 陰イオン
1030K 30% 陰イオン
2012A 12% 陰イオン
2017A 17% 陰イオン
2020K 20% 陰イオン
4012K 12% 陰イオン
PG003 40% 陽イオン
PG008 40% 陽イオン
PG022 20% 陽イオン
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推奨製品：  
CAB-O-SPERSE 2017A, 2020K, 4012K, 1020K, 1030K, PG022, 
1015E 分散液
一般的なガイドライン：
• 大きい粒子は、製剤安定性を促し、接着しやすい表面粗

度を作る
• アニオン系において、 陽イオン CAB-O-SPERSE 製品は最

適な接着性能を促し、陰イオン CAB-O-SPERSE 製品は
最適なバランス性能と製剤安定性を促す

凡例：

水性 PSA 配合（%wt.）：
• 水 (25-35%)
• ポリマー (40-55%)
• 粘着付与剤または可塑剤 (5-15%)
• 粘着剤 (0-15%、オプション)
• CAB-O-SPERSE 金属酸化物 (2-10%、乾燥粒子 wt.)

水系有機粘着付与剤には、以下のようなエステルガム分
散液または樹脂分散液を検討： 
• Tacolyn™ 3179 H

• Tacolyn 5193

取外可能 PSA には、以下のような粘着性が控えめのアク
リルを検討：
• ROBOND™ PS-8120 HV

より永久的な水性アクリル系には、以下を検討：
• ROBOND PS-90

• Acronol® 220

材料 安定剤 粒子荷電
 シリカ NH3 陰イオン
 シリカ KOH 陰イオン
 シリカ Proprietary 陽イオン
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材料 安定剤の化学的性質
  シリカ NH3

  シリカ KOH

  シリカ protrietary

  アルミナ N/A


